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大地を持つ建築
-南千住における市場の提案 -
ARCHITECTURE ON THE VERNACULAR GROUND
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高松達弥
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主査　渡邉眞理　　　副査　富永譲・陣内秀信　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
 I made a plan of a marketplace.
It is an architecture which undertakes the environment around, restores it, and has a vernacular 
land.This plan makes us reconsider about how architecture should be, in the age of short 
architecture life span, and boxes standing forever.
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　大地は、普遍的である。そして原風景は記憶にある。
人はいつの時代も大地とともに時間を共有し、時にはそこから離れようと試みた。更新されて行く速度の遅い大
地は、現代の更新の速度に置いていかれ、人から離れて行く。本来、地域性や場所性というヴァナキュラーな思
考は常に大地とともにあった。しかし建築は形式的になり、場所性は薄れ、時間を紡ぐことなく姿を消して行く。
そういった更新性、反復性の中で、大地というものは人々の原風景に成り得るものであり、そこに根付く建築は
原風景と対話するものでなければならない。
　計画では市場を設計する。大きく、限りなく外部に近い、場を支配する力を持つ施設である市場は、大地を持
つことのできる規模の建築である。人々の生活に深く関わり、多くの人が訪れる市場は形式的なものでなく、そ
の場所にしかないものでなければならない。それは周辺環境を引き受け、還元していくようなものであり、ヴァ
ナキュラーな大地を持つ建築である。そして建築の寿命が短くなってきたこの無限の箱の時代に、もう一度建築
の振る舞い方、時を編む市場を再考していく。　
本計画にあたって、大地を持つことの定義をする。大地
は周辺環境やその場所の歴史、時間、速度の様に場所に
よって様々な固有性のあるものである。多様な景色が展
開するがここは大地を３つの景色を持つものする。
１・場景
そこにある風景、そこにしかないものであること
２・借景
風景を享受し、都市に寄与すること
３・流景
時間とともに多種多様に変化すること
大地はそこにしかない風景であり、周辺環境を引き受け
ると同時に都市に寄与し、経年変化によって多様な表情
を持つものである。これら３つの要素を持つ建築を大地
を持つ建築としたい。
０．はじめに
１．大地の定義
場景
清水寺
借景
高山寺
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本計画を行うにあたって、始めに大地を持つ色褪せない
建築の手掛かりとして前川國男のつくる「場」を探求す
る。「長い年月風格を持ち生き続ける建築とは何か」を
考えて行く中で色褪せない建築は前川國男の空間の中に
手掛かりがあると推測した。市場という大きな限りなく
外部に近い建築の場に、継承・展開させていく。
鉄道での物流時代の名残から、柔らかな弧を描くような
市場は必然的な造形であり、街のシンボルでもあった。
しかし現在はその周辺に次々と仮設的建築が建てられ、
そこにあった風景は離散化してしまっている。
・2013.1.8 工事期間の延長が決定
・移転予定先豊洲の想定汚染土壌の量の増加　28 万㎡
→ 41 万㎡　
・国の基準の 43000 倍の土壌汚染
・豊洲の地盤の弱さ
・老朽化
・再整備の種地不足
・過密化、狭あい化
・客層の内、一般人は 5％
・工費の増額
・場内市場と場外市場の連携の消滅
東京都の指針では築地の再整備は 4.5 ha の種地が必要
であるとされている。そこで本計画では都心部のいずれ
かに 4.5ha を補う市場を移転する。
２．研究
３．市場　- 築地問題 -
素材 歴史 場
敷地で坦懐する「場」の構成要素図式的構成
歴史
図 .4 熊本県立美術館
図 .5　築地平面図
図 .6　HP より　移転反対運動風景
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過去と現在
このあたりはかつて処刑場が存在していた。明治に入
り、南千住墨田川駅は貨物駅として都心の物流における
重要拠点であり、水運とともにある物流拠点でもあっ
た。現在は１日２本、東北から野菜や紙等が運ばれてく
る都心の重要な物流拠点である。年一回、盛大なフェス
ティバルが催されると同時に、近年の再開発により住宅
地（高層マンション等）、公園が整備され、人口も増え
つつあるが、この風景には少し寂しさを感じる。またスー
パー堤防と呼ばれる大災害における対策が取られ整備は
されているものの、巨大なスケールによって都市が構成
されている。敷地周辺には東京ガスや住宅地、堤防、再
開発住宅、そして貨物駅といったように様々なスケール
が混在している歴史ある場所である。
大地を引き受け、大地に寄与する。
東京の周辺環境は紡がれることなく個別に存在している
ように思える。単純な操作で大地に呼応するように展開
する。市場の整理と余白を意識することで都市が連続す
る。市場には都市軸を継承した、ある大きさの場を与え、
市場を整理しつつもそこに生まれる余白空間を紡ぎなが
らデザインすることで新しい「場」を構成していく。
シンプルな操作でありながら多彩な演出を平面的、断面
的に構成を行う。
４．計画対象　- 南千住 -
５．計画　
図 .7　南千住構成要素
かつての水運
図 .8 隅田川テラス 図 .9 団地群 図 .10 教育施設と広場
図 .12 かつての記憶 図 .13 水路と造成
図 .14 スケールと屋根と人工地盤 図 .15 断面をつなぐズレとヴォイド
図 .16 断面をつなぐズレとヴォイド
図 .11 木造密集と路地
隅田川
スーパー堤防
インフラと余白
混在するスケール
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図 .17 1F 市場空間　平面構成
図 .18 2F 平面構成
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